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MARCOVITCH氏 のCITRUSCOJIに 就 て1)

田 中 長 三 郎

(昭和二年二月九日受領)

氏は1921年Sochinsk州 立及Sukhum町 立園藝農村経濟試験場報告第五

號に於てCitrusCojiMARCを発 表 ぜるが,既 にSIEBOLDは として膿葉

標本上命名あ り,叉著者は して日本のカウジ蜜柑を記論 し之を

昨大正十五年十一月三日に開ける第三同汎太平洋學術會議農業分科會第二次會に発表せ り,

即不幸にしてKojiな る名称 に対し三様の種名を生 じたるが故に將來命名學上の混乱 を來す

 

'MARCOVITCII (2)

Citrus koozi (SIEB.) HORT.

Citrus Koosi SIEB.

1)九 州帝國大學農學部園藝學教室及宮崎高等農林學茂植物関係學科敬室嶺合寄興。

(夫 々No.1Z及No.20.)



因を醸す可きを慮 り茲に夫等 の名称 に対し考査を試 み正否を匡さんと欲す。

MARCOVITvcH氏 の論文は種類學上の薪種 を発表するには極めて不幸なる場所な りし故 今周.

まで世界の種類學者に不知なりしも,同 氏の來朝 を以て初めて其原記丈を入手する事 を得た

るのみならす,親 しく本問題に關する意見を聴取するの機會を得たるを以て今茲 に其眞相を

明にする事を得た り。即上に露語の原記文を写真版 として掲 ぐ。

『本種は 小形の圧 扁せる形 にして 光澤ある外皮 を有 し小形にして剛き葉を有する 日本の

mandarinの 各種 を含む。夫等多数の型の中心型を日本名にてカウジ蜜柑 と呼ぶ。 即本種は

其型の名称 を探れるな り。此型は明に野生型な り何 となれば此果實は苦 く,経 濟的価値 少け

ればな り。此種の大なる意義は果實小なるも極めて豊産に して早熟し,結 果期 に入 る事温州

蜜柑よりも早し。Sukhumに 於ては 白hiva-mikanは 十月初めに實る,早 熟なるが故に米國

人は是 をSummerIemonと称 す。 種子の数,果 皮の厚さ及色,果 の大 さ及味,果 の価値 は

予の圖読に記せる如 く八種の別あり,而 して考ふる所是等 は多様ある割合に知 られ居ざるな

り。』1)

と。本種は文末に記せるKπro9即Keyに 於ては所謂 を ・

例 として述べて曰 く。

『葉は小 く鈍頭にして頂端突入あり,果 は小 く扁平にして黄橙 色或は濃黄色,域 熱すれば甘

し。若干種は若 き時苦 きも成熟すれば骨 くなる。』

此記相文 より判すれば は一の にして何 を以て共の

typeと なすや判定せざるのみならす,右 の記文はカウジは勿論コミカン(小 蜜柑)

タチバナ 紅蜜柑類

等を悉皆含む上同氏は未知ならんもシイクソシャー

酸桔 天台山桔 等 をも含有 すべ く,假令カウジ蜜柑

を共typeと 認むるも氏の記丈は菅に一 もカウジの特長を表はさざるのみならすカウジには

全然正常形質として認め得ざる苦味を特徴として記せる如 きあれば此記文 を以て著者が一園

藝種 と認めて命名せる眞正のカウジを指すもの と称すべき一の正確なる理由を認めす,叉 稻

してShiva・mikanと 言へ る種類は其晋島蜜柑に最 も近きも何たるや明な らす(島 蜜柑ならば

小蜜柑の別樗なり。)蜜 柑 とある故白輪柑子,の脱 字 にも非 ざる可 く叉鐵蜜柑なるものある

を聞かす。面 して氏の直談を以てすれば本種は小果 の総樗にしてカウジ

の名は大日本農會発行 の有用植物圖詮に依 り之にLELONG等 の米國記丈を加味せ りとの事な

 .Kinokuni HoRT.;

erythrosa HORT.

Citrus sunki HORT.;

Citrus Coji MARC.

Citrus tachibana TAIcAKA;

Shiva-mikan (IuBa- MIT mil)

aggregate species

Citrus succosa HORT.

Citrus

Citrus tangerina HORT., Citrus

Citrus depressa HAYATA;

loose skin oranges

1)露 語 の解訳に就ては陸軍大尉松本喜六氏に負ふ所大なり,鼓 に深謝の意な表す。



れぼ其のaggregatespeciesた る事は誤なく,叉 右圖読を引篠せざる限 り上記記文のみにては

カウジを指すとの謎腺なし,故 に本種名を用うる時は永久混乱 を來 す恐 ありと認むる理由充

分なるを以てViennacode第51條 第5項 に擦 り本種名を廃棄すべき事を提議せんと欲す。

MARCOVITCH氏 は1926年(3)更 に本種の蘭・英記交を畿表せるも試に其英文を見 るに

 "C . Coji, Marc. In Japan there are a number of forms with small often depressed yellow 

fruits and small leathery leaves. The middle form of these is called coji-mican and it has bitter 

not edible fruits, but all other forms of mandarin has come from it. So we describe it as a 

new botanical species, C. Coji. The varieties shiva-mican and beni-mican are the earliest of 

all citrus fruits and therefore are named summer lemons. They are very vigorous and good 

bearers."

とあり之に篠 るも我が カウジに劉する誤解最 も顯著なり。

次にSIEBOLDの名称 を槍 するに著者(7)の 示せる如 く印刷物(5)上 はKooziの 綴 を用ゐ

中外皮平滑 なる如 きもの 』総稻 として使用せ るも學名としては使用せす,

然 るに著者(6)は 始めて とし
'

て此名 を學名に採用 したるが故其關係上本種 を園藝種 と認めたる後 も と

して使用ぜるなり。然 るに嘗てLeyden國 立?葉 館にSIEBOLD自 身の日本柑橘膳葉を見たる

に と記ぜる標品あり,其 旨既に発表 した るも(7)今 更に該標品に就 き論

すればSIEBoLD自 筆の とある標品#908,203-169號 膿葉は六枝を貼付せ

るものなるがMIQUELは 之を と記 し金柑類膿葉中に混ぜ り。

申右の札ある枝は中列右方の枝及下列左方の枝なるが共に葉は長楕図獣卵形にして頂部甚し

く漸尖 し基脚鋭脚をなぜるも小蜜柑の葉 よりは廣き様にして代表的の葉は大 さ全長7.2×2.6

cm.あ り内葉柄は5xlmmあ り。即花なきを以て之をカウジなりと噺定する事少しく危 く,

或は小蜜柑なるかの疑 をも存するな り。 叉同標品中中列左方のものはSIEBOLD自 筆にて

と書せる札 を附するもカウジなりやタチバナな りや判明せす,共 葉楕

圓にして両端軍に鏡 く裏面細なる鐵状 を呈する様 カウジより橘に近 き観あり,之 亦断定的饗

定 を下す事を得す,却 少くもSIEBOLD'の 採集せ る資料 を以てせば其 を日本のカ

ウジと断定する理由充分ならざるを知る。

猶通俗書には(著 者名なし)を 以てタチバナ,カ ウジ,ダ イ

カウジ等の異品を総稽する名称 とせるものあり,輻 弱(1),恩 田及内田(4)等 之な り即其

Citrus nobilis  DC.

Citrus Koosi SIEB.

Citrus us'kawa mikan

Citrus nobilis subsp. Suntara ENGL. em. var. Kooxi (SIEB.) m.

Citrus Koosi Sieb.

Citrus japonica Thb. varietas

Citrus nobilis LOUR. var. Koji

Citrus Koozi FJORT.

Citrus koosi



typeの 何たるや不明の無効名称 なるが故鼓に之を論ぜす。

以上の名称 中 及上記の を無効 とせば の

亦出版なき故無効 なる故著 者の 出版せぱ唯独 り有効たる可し,然 れども

今之 を発表する事は將來混乱 を起す恐ある故,全 然カウジなる和名 を離れ海る名称 を以て之

を呼ばんと欲し共の新名称 を制定 したれば今左に共記載 を掲 ぐ。

koosi

Citrus coji Citrus nobilis koji

Citrus  koosi

SIEBOLD Citrus

Citrus leiocar pa HORT. nov.

灌木にして樹頭は丸 く正 しき扁半球形 を呈する事多し。幹は太 く短 く下方より数本に分岐

す。主枝は其数梢多きも遊しく密聚せす梢丸くして無刺,細 枝は短 く数多 く多角にして通常

無刺なり。葉は多 く美麗に密聚し直立叉梢下垂す,濃 緑色にして革質な り,形楕圓乃至卵状楕

圓,梢 幅廣き親あり,大 形の葉 にありては葉面10×4cm.あ れども通常の状態 にては6x.3cm.

尖端鏡尖頭乃至漸尖頭,頂 郁突 入又は尖 る,基 部は鋭脚なれ ども縁邊凹入ぜす,上 部の葉縁

は多少鈍鋸幽状 なり。 主舐の外は顯著ならす,側 脈甚だ細 く網脈亦極めて房 し。(膳 葉にあ

りては網脈の鐵起 タチバナより遙 に不分明なり。)葉 柄は短 く細 く翼殆 ど明ならす僅に縁付

くるのみな り,長5-8mm.幅1mm.な り。

花は葉腋に箪生或は数個叢生 し時に小形葉を具ふるも毎花梗一花な り。花は小花種中にて

は大なる方にて花蕾は明瞭に倒卵形をなし太 く,頂 端甚しく丸 く尖端梢明に凹入す基脚は可

な り狭窄 し,断 面屡 々多角なり,縫 合線可なり明に且表面細線あり。募は皿状にして基脚丸

く上部中庸に開 き表面平滑且少しく光澤あり,蔵 部深 く鏡 く裂片は…様にして圓状 三角形 を

なし租卵欺な り高 さ中等,頂 端鋭 く鋭尖し基脚鋭讐,縁 邊無毛,筒 部甚だ短 く明に肥厚 し且

鐵起あり。油胞点 は殆ど不分明,租 密にして寧ろ小さく淺 く凹入するも時に凸出す,即 凹入

と鐡起 とは關係あるが如 し。小梗は梢明に多角にして頂部甚しく太 く比較的短太なり其募に

蜀する着点 少しく凹入す。花冠は充分開張せす直径2-2.5cm.辮 片は外曲せす梢短,幅 中庸,

長楕圓形,淺 く舟状 をなし徴鋭頭,漸 狭脚,稽 薄 し。油胞黒は薄き淡緑色,密 にして全布し大

さ申等なり。雄蕊は花柱 より長 く,中 長,花 綜筒は太 く上部少 く開 き殆 ど直上,花 懸は梢細

く幅中等なり。約は椚小 さく楕圓状 卵形鈍 く尖 り幅中等。花柱は梢梶捧状,短 く,直 上し,稀

に曲る,淡 緑色。柱頭は梢太 く略々球形 をなし頂端載形横噺面殆ど圓形,表 面平滑 なり。子

房は扁球形頂端凹入し平滑淡緑色なり。 花盤 は廣 く中高,縁 邊寧ろ平滑,乳 白色な り,花期

五月。

果は小形なれど過小ならす輪廓正しく高扁球形,梁 頂は雫た く注端に於て緩に凹入 し油胞



圏なし。柱極は稽大 きく丸 く少 しく傷面状 なり。果底は略々丸 く甚だ僅に凹入し微 に溝條状

の凹線を放出す。募端は梢突出状なり。表面甚だ平滑にして光澤あれども油状ならす,甚 だ

僅に縦に室に滑ぴて凹線 を劃す。油胞点 は甚だ微小,稻 不分明に二種 を分ち大なるは等距離

に全面た分布 し扁平なるが針頭微凹をなす,殊 に繭端に於て針頭凹入稻著 し。果色はCapu・

cingyellow(RmGwAyPL・III・)時 に頬 より橙色を呈するも決 して栓紅色た らす・成熱の初期

は初めは淡色にて次第に濃 さを増す。遡は高 き葵端に位し,高 き隠れた る花盤上に座す,大 さ

中等にして過小ならす正 しく五分し,裂片は懸垂す,濃色なり。筒部は突出し小梗に向つて凹

圏 を形成す,裂片は薄 く稻五角形 を呈 し中央縦に隆起し尖端鋭 く鋭尖す,稻多肉にして頂部屡

下向 し無毛。油胞点 は腫物状隆起 をなせるもの叉凹点 をなすものあり,小形にして多数なり。

果の噺面は香氣殆なし(タ チバナと異な り)。 外皮は常に必す薄 く厚さ極めて一様な り。

油胞層は判然たる境界なし,油 胞は微小にして梢不明瞭,密 聚せ歩大小の差 ありて圓形,内

暦に向て重愚す,外 縁の色deepchrome,内 層は薄 く,多少多孔性に して黄色を呈し油胞暦よ

り厚か らす,油 胞 との区別判然せす。室は少数,8-10,稀 に11,殆 ど整齊,外 縁は外皮と亭

行 して少しく脹起し隈角は少 しく丸きも梢角張れり。内縁は狭角鈍頭,稀 に多少小乳頭状 に

終 る。側壁は薄か らす紙質なれども張 く容易に破けす梢透明な り,断 面に於ては白色の外暦

と半透明革質の内厨 とを具ふ。瓢嚢は分離するも甚 しく容易には非す。中心柱は常に小形に

して室所あり白瓢少く,織 維は黄色明瞭にして瓢嚢内端に坐し周囲 に白色粉状 に見ゆる白瓢

を覆ふ。果肉は多汁,殆 どdeepchrome(RIDGwAyPL.III.)な るも少しく濁れ り,軟 くして

梢容易に汁氣 を失ふ,溶 融性稻張 く断面久しけれぼ凹陥す。 汁液は牛骨,半 酸淡白にして美

味ならす,残i礫多し。砂瓢の排列は長網状,租 明瞭,細 かし。個 々の砂瓢は多からす,比 較的

形大きく分離梢困難なるも不可能に非す,正 しき長紡繧状 をなすもの多 く頂端鋭 く漸尖し時

に極 めて細 き針状 を呈 し或は多少屈曲するものあり,時 に殆 ど線形なるも短 きもの少し,基

脚鋭,柄 長短種々あるも過長の ものな く細からす強し,瓢 嚢壁に立つもの少し・軟 く・黄色に

して透明を敏き比較的多角ならす,多 少光澤あ り,梢 弾力ありて軟弱ならす,皮 膜薄 きも汁

液 を放出せす,可 なり多汁な り。 種子は多数 あるも甚 しく多数ならす大形なれども過大なら

す,肥 厚し楕圓形をなし頂端丸 く基脚軍に尖 り多少嚇状 叉有尾撒 をなすも甚しか らす,龍 骨

は明瞭なるも甚しく隆起せす。表面雫旦にして條溝なきも稀に疎に平行状淺條あり,緑 色な

るも頂端少しく淡褐色を呈す,少 しく粘質物を被る事あるも著 しからす。外種破は薄 く,時に

甚薄 く屡々破裂 して 胚を露出す,内 種被は薄 き淡褐色,charaza部 美 麗 なる 淡紅鮮褐色

Pompeianred(RIDGWAY,PL.XIIL)を 呈す,界 線極めて明瞭な り。胚は線色多胚・小形の も



 (RIDGwAY PL. III.)

の程次第に濃色を呈し内甚だ濃きものあり。

試供材料。長崎市中川町長崎縣立農事試験場園藝部(大 正十二年より大正十六年に至る。

Note33p.18-19,35p.72-37.):名称 土柑子一名丸柑子。

品種:早 柑子叉金柑子と稻するは大形の扁亭なる晶極にして1鐸端の突出稻著 しく,室 数

遙に多 くして11-14,中 心柱亦大 なり,砂瓢梢土柑子 より大きく排列中央に集合する度多し,

味梢佳良な り。

駿河柚柑(静 岡縣にて単に ユカウと称する品麓)は 平柑子に類するも少しくより早 く熟し,

租子は果中にありて平柑子の如 く直立せる放射状に配列し長 さ明に長 く,軍 胚セ具ふ。 味最

も佳良な り。

相模柚柑一名 フクレミカンと云ふは梢形小さく室に澹ひて外皮の凹入著し く果の両端甚だ

凹入し,瓢 嚢 と外皮 と全 く分離する事他品種 と大に異 る,中 心柱 も大きく砂瓢排列網状 を呈

し肉色淡 く味佳良なり。上記各品と大に異るも果皮,種子等の性質は雫柑子等と異 る所なし。

本種の類縁はシイクワシャー に最 も近けれどもシイクワ

シャーの葉は両端廣 く租鈍 く鋭尖する事なく尖端屡々廣 く突入し,網 脈は乾燥 すれば強く雛

起す果 は弔滑なるも正しく凹点 あり両端凹入馨端突出ぜす,果 面明瞭なる橙紅色 を呈す。室

は頗る短 く外縁丸 く内縁亦頗丸 く,中心 柱極めて大きく室所多し。 果肉は

砂瓢配列極めて不明瞭 にして細 き短網状をなしpectin質 殊に多 し,砂瓢

は繊弱にして分離 すべからす短 くして鋭頭 を有す。種子は過大にして頗 る肥厚し表面少しく

褐色に見え甚だ細き鐵線あり。 多胚なれ ど胚数多か らす,外 種被は厚 く,内 種被梢濃 く色

towny(RmGwAyPL.XV.),charaza部 は色acajoured(RIDGwAYPL.XIII.)な り,即決 して

同一種と認 なる事を得ざるなり。

次にタチバナ との關係如何と云ふに葉はタチバナの方狭

く,階 葉にありては裏面の綱脈 タチバナの方遙に鐵状著 しく,花 は遙 に小 さく尊裂片の尖端

は多 くの繊 毛を有 し,約 窺く花柱圓頭 なり。果は著 しく小 く梢圓筒形 をなし両端戴形且急に

廣 く凹入し,班 は薄 く上面編平な り。果面柔軟にして油胞点遙に大きく強 く凹入す。肉團は

容易に外皮と遊離す。室数極めて少く6-9稀 に10,果 肉は極 めて少 く酸強 く甚だ繊弱にして

容易に消失し砂瓢網状 なるも境線不分明にて分離 する事極 めて難し,個 々の砂瓢は長楕圓叉

短紡錘状 にして容易に破壊 す。種子は土揖子 より小 く基脚嘱あり,内 糧被charaza部 の色は

甚だ淡色にして決 して土柑子の如 く淡紅色を呈せす。即本種も亦基礎的性質に於てカウジと

 Citrus depressa HAYATA (9) (1O)

Citrus tachibana TANAKA (8) (0)

mikado orange



異 るな り。

故 に今左 に以上 三種のSynoptickeyを 示 す。

1.葉 は楕圓形に して頂端鋭尖叉漸尖 し,果 は紅色4呈せ ず3・

2.葉 は廣楕圓形にして頂端鋭尖せず,果 は中形,完 熟すれば紅色な帯び充飽し,砂 瓢綱状にして後pecti11

の過量か生じ脱酸す。種子過大にして稽褐 色為・帯び内種被charaza部 濃褐色なりo奄 美大島以南に野

嚇生す
。

3.(1)果 は軟 く充飽せず,極 めて小形にして室鍛6-10,果 肉極めて繊細にして容易に脱酸せず滑失する

事速な り,砂 瓢ぱ繊弱にして小 く分離困難なリ,種 子は中大にて線色,内 種被の色は淡き黄褐色 なり。

奄美大島以北に野生す。

(2)果 は充飽し(稀 に充飽せ ざる品種あり)中 形にして室数8-11(或 品種は11-14),果 肉繊細な らず

脱酸速 して可食,砂 瓢は過小な らず叉分離困難ならず。 種子は稽大形に して淡線,内 腫被の色は鮮紅褐

色なり。栽培品なリ。

以上 の討 究を以 て得た る所次 の如 し。

(1)MARCOVITCII氏 が1921年 に発表 せ る は多数 の種 を包含 し其D

を明 にせ す,故 に之 を何種 に充當 すべ きや不明な るが故其存在 は永久混説 を來 す因た り・

依 て命名規約 に從 ひ之 を排斥 すべ きものな り。

(2)と 記 せ るSIEBOLD自 記 の標 品は不完 全に して果 して ヵウジな りや 否

や明 な らす,且 此名称 は出版 せ られた る事 なき を以 て混乱 を避 くる爲 カウ ジの學名 とし

て使用 すべか らす。

(3)著 者 は1912年 と して カウジを称稻呼 した るも此

名称 …は な り,依 て な る園藝種 に是 をcombineせ

ん と欲 した る も混観 を避iく る爲之 を康せ り。

(4)'る 俗称 あるもtypeを 有 せ ざる多激 種の聚合 種 なる故無効 な

り,故 に是 を採用せ す。

(5)カ ウ ジは猫立の園藝種 にして野生種 中 シイクワシャー に最近 け

れ ど も後 音は葉 頂丸 く果 面紅 色を帯 び果 肉pectinに 富 み砂瓢網状 をな し種 子大 き く内

種 被の褐 色濃 き等特徴著 し く異 る別種 な り。

(6)カ ウ ジは タチバナ とも相似 た るも後 者は果 小 にて外皮容易に

肉團 と遊離 し,果 肉は溶融 し容 易に消失 し砂 瓢 小形短紡錘状 をなし極 めて繊 細,種 子梢

Citrus  1  oosi SIEB.

Citrus depressa HAYATA

• Citrus tachibana TANAKA

• Citrus leiocarpa HORT. ex TANAKA

Citrus Coji MARC.

Citrus nobilis subsp. Suntara var. Koozi

nomen seminudum

Citrus nobilis var. Koji

Citrus .Koozi HORT.

Citrus tachibana TANAKA

Citrus devressa HAYATA

type



小さく内種被の色甚だ淡 き黄褐色なる等各特徴甚だ異 る別種なり,且 共野生状態 最 も著

し。

(7)カ ウジは全然野生なき園藝稚 にして果 中大,外 皮滑澤 シイクワシャーに似たるも決 して

紅色を呈せす,果 肉多汁にして溶融せす,脆 酸速にして砂瓢長紡繧形 をなし固着せす,

繊細ならす,種 子中大にて内種破鮮美なる淡紅編色を呈する等前二者とは全然異る猫立

の種な り,之 に扁平にて室数 多き品種 ヒラカウジあり,単 胚なる優良品稜スルガユカウ

あ り,外 皮游雛 し砂瓢排列少しく網状をなすサガ ミユカウ等 あり。

(8)最 も基準的なるカウジは所謂 ツチカウジなるを以て之をtypeと して新園藝糧Citrus

leiocarpaHORTを創設し名称の確立を計れ り。
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ON CITRUS  COJI MARCOVITCH

(Resume) 

Tyozaburo TANAKA

MARCOVITCH described Citrus Coji MARC. in a paper issued in 1921, 
but it was overlooked on account of the impracticability of accession of the 

original Russian publication appeared as a local experiment station report 
of Black Sea region. Critical examination of the original description and 

later Dutch and English summary published in Java in 1926, soon revealed 

that this name is nonvalid, by the reason of (1) the lack of definiteness 
and clearness of essential specific characters that involves, (2) the founding 

of species upon aggregate types, each one of which being distinct species, 
like Citrus deLressa HAYATA, Citrus tachibana TANAKA, Citrus kinokuni 

HORT., Citrus tangerina HORT., Citrus erythrosa HORT., et., (3) the 

failure of distinguishing the description of the type of the species, thereby 
causing impossibility to reserve the name, and (4) the impossibility of 

applying the name to the Koji mikan of Japan by the antagonistic diag-
nosis such as wild nature, bitterness of the pulp, and the like. Since these 

points are enough to become the permanent source of error, and since the 
Koji mikan is a definite horticultural species and must have a name, the 
author reached to the conclusion that the name Citrus Coji should be 

proscribed, and a better name should be chosen for Koji. Citrus koosi 
SIED. in sched. is based on imperfect herbarium materials, and is not to be 
used on expectation of future confusion. Citrus koozi HoRT., offered in a 

paper of the author read before the Third Pan-Pacific Science Congress 
(based upon Citrus nobilis subsp. Suntara var. Koozi TANAKA. nom. 
seminud. published in 1912) is withdrawn to avoid further mistake. Citrus 
nobilis var. Koji found in popular Japanese books is also rejected by being 
applied to aggregate species lacking the description of the type. From 

these unfortunate circumstances, the author is compelled to create a new 
horticultural species Citrus leiocarra HoRT. nov. based upon Tsuchi Koji 

or Mar Koji of the Japanese gardens, which covers subordinate horticultural 

varieties Hira Koji (Kin Koji), Suruga Yuko, and Sagami Yuko (Fukure 
mikan).



 Citrus leiocarfta is a good horticultural species, being a small thornless 

tree, dencely convered by broad leaves of medium-small size and acuminate 

apex. Flower-buds are broad, and their cross section is angular, the calyx 
lobe of which being much rounded with deep and sharp cut and glabrous 

margin. Fruits are small, depressed-globose, tumid, much polished and 

yellewish-orange in color, with smooth, minute oil cell dots. Segments are 
8-11, regular and moderately thick-walled, leaving small space at the 
central column ; pulp, is deep yellow, narrowly pararell-netted, with juice 

of mild subacid flavor. Pulp vesicles are long-fusoid, separable and not 
delicate. Seeds are rather large, ellipsoid, green, not beaked, smooth, 

containing green polyembryos ; tegmen at charaza is marked rosy-brown. 
Its closest wild relative is Citrus depressa HAVATA, never occurring north 

of Sanbok (Amami Oshima), which differs from it by having broadly pointed 

leaves, reddish rind, finely round-netted pectiniferous pulp vesicles, large 
seeds of brownish coat, and dark-brown charaza part of tegmen. Another 

wild relative, Citrus iachibana TANAKA of Japan proper, has soft fruit of 
decidedly small outline, truncate, broadly depressed ends, baggy rind, fewer 

number of segments, melting acid pulp, short-fusoid extremely delicate 

pulp vesicles, smaller seeds, and very light-colored charaza part of tegmen. 

    (Joint contributions from Horticultural Institute, Kyushu Imperial University, No. 12 and 
Phytotechnical Institute, Miyazaki College of Agriculture, No. 20.)


